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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　メイクアップまたはケアのための化粧料製品（Ｐ）を、まつ毛および／または眉毛に塗
布するためのアプリケータ（３）であって、
　軸体（８）、および
　軸体（８）の一端にあるアプリケータ部材（１０）
を有し、ここで、アプリケータ部材（１０）は、材料を成形することにより製造されてお
り、かつ、
　長手方向軸（Ｘ）に沿って延在する、ねじれていないコア（１１）、および
　コア（１１）により保持され、かつコア（１１）の長手方向軸（Ｘ）の周りに複数の螺
旋列（２６，２７）で配置された塗布要素（１２）
を有し、
　アプリケータ部材（１０）は、少なくとも１つの螺旋ストリップ（２５）を有し、該螺
旋ストリップ（２５）は、コア（１１）の長手方向軸（Ｘ）の周りに半回転を超えて延在
し、塗布要素を有さず、かつ互いに平行に延在する２つの隣接する、塗布要素（１１）の
螺旋列（２６，２７）によって区画され、
　これら２つの隣接する、塗布要素（１１）の螺旋列（２６，２７）間の間隔（ｅｒ）は
、これらの螺旋列内の塗布要素（１２）間の平均間隔（ｅｅ）よりも大きく、間隔（ｅｒ

）が間隔（ｅｅ）の１．１～１．８倍であり、
　１つの螺旋列（２６）内の２つの隣接する塗布要素（１２）間の間隔が一定である、
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上記アプリケータ（３）。
【請求項２】
　塗布要素を有さない螺旋ストリップ（２５）が、コア（１１）の長手方向軸（Ｘ）の周
りに１回転を超えて延在する、請求項１に記載のアプリケータ。
【請求項３】
　塗布要素を有さない複数の螺旋ストリップ（２５）が、塗布要素（１２）の螺旋列（２
６，２７）間に設けられている、請求項１または２に記載のアプリケータ。
【請求項４】
　コアの長手方向軸（Ｘ）に沿って、塗布要素（１２）の螺旋列（２６，２７）と塗布要
素を有さない螺旋ストリップ（２５）との交互配置を有する、請求項３に記載のアプリケ
ータ。
【請求項５】
　１つの螺旋列（２６）内の少なくとも２つの隣接する塗布要素（１２）間の間隔が、塗
布要素（１２）の最大横断寸法（Ｄｅ）よりも小さい、請求項１～４のいずれか一項に記
載のアプリケータ。
【請求項６】
　１つの螺旋列（２６）内の任意の２つの隣接する塗布要素（１２）間の間隔が、塗布要
素（１２）の最大横断寸法（Ｄｅ）よりも小さい、請求項５に記載のアプリケータ。
【請求項７】
　１つの螺旋列（２６）内の任意の２つの隣接する塗布要素（１２）間の間隔が、塗布要
素の最大横断寸法（Ｄｅ）の０．３～０．９倍である、請求項１～６のいずれか一項に記
載のアプリケータ。
【請求項８】
　１つの螺旋列（２６）内の任意の２つの隣接する塗布要素（１２）間の間隔が、塗布要
素の最大横断寸法（Ｄｅ）の０．５～０．８倍である、請求項７に記載のアプリケータ。
【請求項９】
　１つの螺旋列（２６）内の２つの隣接する塗布要素（１２）間の間隔が、塗布要素の各
螺旋列で同じである、請求項８に記載のアプリケータ。
【請求項１０】
　間隔（ｅｒ）が、コア（１１）上の全ての箇所で一定である、請求項１～９のいずれか
一項に記載のアプリケータ。
【請求項１１】
　塗布要素（１２）の螺旋列（２６，２７）および塗布要素を有さない螺旋ストリップ（
２５）が、コア（１１）の長手方向軸（Ｘ）に対して３０°～６０°の螺旋角（β）にあ
る、請求項１～１０のいずれか一項に記載のアプリケータ。
【請求項１２】
　塗布要素（１２）の高さ（ｈ）が、コア（１１）上のそれらの位置に応じて異なる、請
求項１～１１のいずれか一項に記載のアプリケータ。
【請求項１３】
　コア（１１）が、少なくとも１つのキャビティ（１３，１５）を有する、請求項１～１
２のいずれか一項に記載のアプリケータ。
【請求項１４】
　コア（１１）が複数のキャビティ（１３）を有する、請求項１３に記載のアプリケータ
。
【請求項１５】
　１つまたは複数のキャビティ（１３）がくぼみの形態である、請求項１３または１４に
記載のアプリケータ。
【請求項１６】
　各キャビティが、コアの長手方向軸（Ｘ）に対して横に向けられた軸を有する、請求項
１３～１５のいずれか一項に記載のアプリケータ。
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【請求項１７】
　１つまたは複数のキャビティ（１３）が、塗布要素を有さない１つまたは複数の螺旋ス
トリップ（２５）に沿って配置される、請求項１３～１６のいずれか一項に記載のアプリ
ケータ。
【請求項１８】
　１つまたは複数のキャビティ（１３）が、塗布要素を有さない１つまたは複数の螺旋ス
トリップ（２５）の幅の中間に配置される、請求項１７に記載のアプリケータ。
【請求項１９】
　１つまたは複数のキャビティ（１３）が、開口（１４）によってコア（１１）内に開い
ており、開口（１４）の最大寸法（Ｄｇ）が、塗布要素（１２）の最大横断寸法（Ｄｅ）
に等しい、請求項１３～１８のいずれか一項に記載のアプリケータ。
【請求項２０】
　キャビティ（１３）が、複数の螺旋列で配置されており、１つの螺旋列（２８）内の２
つのキャビティ（１３）間の間隔（ｅｇ）は一定であり、かつキャビティの全ての列で同
じである、請求項１３～１９のいずれか一項に記載のアプリケータ。
【請求項２１】
　コア（１１）が、少なくとも１つのキャビティ（１５）を、連続する螺旋溝の形態で有
する、請求項１１または１２に記載のアプリケータ。
【請求項２２】
　コア（１１）が、少なくとも１つのキャビティ（１５）を、連続する螺旋溝の形態で有
し、上記螺旋溝が、塗布要素（１２）を有さない螺旋ストリップに沿って延在している、
請求項２１に記載のアプリケータ。
【請求項２３】
　メイクアップまたはケアのための化粧料製品（Ｐ）を包装し、かつまつ毛および／また
は眉毛に塗布するためのデバイス（１）であって、請求項１～２２のいずれか一項に記載
のアプリケータ（３）と、塗布されるべき製品（Ｐ）を収容する容器（２）とを有するデ
バイス（１）。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、まつ毛および／または眉毛に化粧料製品を塗布するためのアプリケータ、な
らびにこのようなアプリケータと塗布される製品を含む容器とを有する、包装および塗布
デバイスに関する。
【背景技術】
【０００２】
　材料を成形することにより製造され、コアの全周にわたって規則的に配置された塗布要
素を保持するアプリケータが、特に米国特許第４６３５６５９号明細書、欧州特許出願公
開第０４７４９３４号明細書、国際公開第２００６／０３９５７５号パンフレットおよび
欧州特許出願公開第２４８６８２２号明細書にて知られている。塗布要素が互いに近接し
ているこれらのアプリケータにおいて、塗布中の製品の堆積はいつも最適とは限らない。
【０００３】
　仏国特許出願公開第２９６２０１５号明細書および仏国特許出願公開第２９４３２２６
号明細書は、さらに、ねじれコアを有するアプリケータを記載している。これらのアプリ
ケータは、成形により直接製造することが困難な場合があり、コアをねじるという、成形
後の作業を必要とし得る。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　製品、特にマスカラを、まつ毛および／または眉毛に塗布するためのアプリケータをさ
らに改善する必要性がある。これは、その性能を改善するため、特に、製品がより多量に
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堆積される領域をアプリケータ部材上で作り出すことを促進するためであり、これは、ま
つ毛および／または眉毛への迅速かつ豊富な堆積を可能にし、一方で、まつ毛および／ま
たは眉毛を分離するための高い能力を保持する。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本発明は、メイクアップまたはケアのための化粧料製品をまつ毛および／または眉毛に
塗布するためのアプリケータにより、この必要性を満たすことを目的としており、上記ア
プリケータは、
　軸体、および
　軸体の一端にあるアプリケータ部材
を有し、ここで、上記アプリケータ部材は、材料を成形することにより製造されており、
かつ、
　長手方向軸に沿って延在する、ねじれていないコア、および
　上記コアにより保持され、かつコアの長手方向軸の周りに複数の螺旋列で配置された塗
布要素
を有し、
　上記アプリケータ部材は、少なくとも１つの螺旋ストリップを有し、上記螺旋ストリッ
プは、コアの長手方向軸の周りに半回転を超えて延在し、塗布要素を有さず、かつ互いに
平行に延在する２つの隣接する、塗布要素の螺旋列によって区画され、
　これら２つの隣接する、塗布要素の螺旋列間の間隔は、これらの螺旋列内の塗布要素間
の平均間隔よりも大きい。
【０００６】
　「ねじれていないコア」とは、コアが、円形の断面を有する、またはその長手方向軸に
沿ってそれ自体の上で回転しない断面を有することを意味するものと理解されるべきであ
る。
【０００７】
　「螺旋列またはストリップ」とは、コアの長手方向軸の周りの螺旋の経路に従う列また
はストリップを意味するものと理解すべきである。
【０００８】
　塗布要素の各螺旋列および塗布要素を有さない各螺旋ストリップは、有利には、コアの
長手方向軸の周りに１回転を超えて延在する。
【０００９】
　螺旋列の塗布要素間の平均間隔は、この列内の隣接する塗布要素の全ての対の隣接する
側面の間を、塗布要素がコアに取り付けられているところの箇所にて測定される。
【００１０】
　コアの長さの所定部分に沿った、２つの平行な隣接する螺旋列間の間隔は、これらの列
の螺旋に対して垂直の方向に測定され、かつ、塗布要素を有さないストリップを区画する
上記２つの列内の塗布要素の側面に沿って延びる線の間をコアにおいて測定される距離に
対応する。
【００１１】
　本発明は、アプリケーション部材において、２つの隣接する平行な、塗布要素の螺旋列
間に、塗布要素を有さずかつ拭き取り後にコア上に製品の余りを得るところのリザーバ（
ｒｅｓｅｒｖｏｉｒ）を形成する領域を得ることを可能にする。この製品のリザーブは、
まつ毛および／または眉毛が、１度目の塗布により即座に多量の製品で堆積されることを
可能にする。
【００１２】
　本発明によれば、製品のリザーバを形成する領域の分布は、コアの長さに沿って比較的
均一であり、堆積に関して良好なメイクアップ結果が得られる。
【００１３】
　最後に、塗布要素の螺旋配置は、それらの間へのまつ毛の挿入を良好にすることができ
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る。
【００１４】
　塗布要素を有さない１つまたは複数の螺旋ストリップは、好ましくは、隣接する塗布要
素列と同じ螺旋ピッチを有し、それに沿って塗布要素が延在するところの螺旋は、コアの
長手方向軸に対して、隣接する列と同じ角度をなす。
【００１５】
　塗布要素は、螺旋列のみならず長手方向列も形成するようにコア上に配置され得る。す
なわち、塗布要素は、コアの長手方向軸に平行な線に配置され得る。
【００１６】
　好ましくは、それらに沿って螺旋列の塗布要素が植え付けられるところの螺旋は、コア
の長手方向軸に沿って、２つの隣接する長手方向列内の塗布要素間の間隔の整数倍だけ互
いにオフセットされている。
【００１７】
　また、１つまたは複数の螺旋ストリップの中央螺旋は、塗布要素の螺旋列の植え付け螺
旋に対して、この間隔の整数倍だけオフセットされ得る。
【００１８】
アプリケータ部材
　アプリケータ部材は、有利には、熱可塑性材料、特にエラストマー、例えばＳＥＢＳ、
シリコーン、ラテックス、ブチル、ＥＰＤＭ、ニトリル、熱可塑性エラストマー、ポリエ
ステルエラストマー、ポリアミドエラストマー、ポリエチレンエラストマーまたはビニル
エラストマー、ポリオレフィン、例えばＰＥまたはＰＰ、ＰＶＣ、ＥＶＡ、ＰＳ、ＰＥＴ
、ＰＯＭ、ＰＡまたはＰＭＭＡの成形により製造される。特に、Ｈｙｔｒｅｌ、Ｃａｒｉ
ｆｌｅｘ、Ａｌｉｘｉｎｅ、ＳａｎｔｏｐｒｅｎｅまたはＰｅｂａｘの商品名で知られる
材料を用いることが可能であるが、このリストは限定的でない。
【００１９】
　アプリケータ部材は、アプリケータの軸体に取り付けられた部品により構成されてもよ
い。変形例として、アプリケータ部材は、アプリケータの軸体と一体的に成形することに
より製造され得る。
【００２０】
　アプリケータ部材の可視長さは、２０ｍｍ～３０ｍｍ、より好ましくは２３ｍｍ～２７
ｍｍであり得、例えば２５ｍｍに等しい。
【００２１】
　コアは、好ましくは、円形の横断面を有する。変形例において、コアは、任意の他の形
状、例えば三角形、矩形またはタマゴ形の横断面を有する。この場合には、コアは、コア
の長手方向軸に平行な隆起部により分離された長手方向面を有することができる。
【００２２】
　コアは、好ましくはモノリスである。
【００２３】
　コアは、好ましくは、直線の長手方向軸を有するが、長手方向軸は曲線であってもよい
。
【００２４】
　コアの厚さ、特に塗布要素を保持する部分に沿った中間（ｍｉｄｗａｙ）の厚さは、２
ｍｍ～５ｍｍ、より好ましくは２．５ｍｍ～３ｍｍであり得る。コアの厚さは、コアが円
形の横断面を有する場合には、その直径に対応する。コアが多角形の横断面を有する場合
には、厚さは、コアの周囲を囲む円の直径に対応する。
【００２５】
　軸体は、アプリケータ部材から遠いその端部において握り部材に接続されている。
【００２６】
塗布要素と螺旋ストリップ
　アプリケータ部材は、塗布要素を有さない１つの螺旋ストリップを有してもよい。



(6) JP 6587611 B2 2019.10.9

10

20

30

40

50

【００２７】
　一変形例において、塗布要素を有さない複数の螺旋ストリップが、塗布要素の螺旋列間
に設けられている。
【００２８】
　本発明に係るアプリケータは、コアの長手方向軸に沿って、塗布要素の螺旋列と塗布要
素を有さない螺旋ストリップとの交互配置を有してもよい。
【００２９】
　塗布要素の螺旋列および塗布要素を有さない螺旋ストリップは各々、左ねじまたは右ね
じ、特に左ねじを有し得る螺旋の経路に従う。左ねじの場合には、螺旋ストリップおよび
列は、軸体に固定されたその端からコアの軸に沿って見た場合に、軸体からコアの自由端
への移動において、反時計回りに回る回転を形成する。
【００３０】
　コアの長手方向軸に対する螺旋角度は、３０°～６０°であり得る。上記角度は、好ま
しくは、螺旋全体にわたって一定である。コアの表面で測定される螺旋の直径は、一定で
あってもよい。
【００３１】
　塗布要素を有さない螺旋ストリップの数は、４～１０個であり得る。
【００３２】
　各螺旋列は、２５～４０個の塗布要素を有し得る。
【００３３】
　アプリケータ部材は、合計で１００～４００個の塗布要素を有し得る。特に、螺旋列に
配置されたもの以外に、塗布要素はなくてもよい。
【００３４】
　塗布要素は、スパイク、例えば円錐形を有するスパイク、好ましくはその基部に円形断
面を有するスパイクにより構成され得る。
【００３５】
　塗布要素を有さない螺旋ストリップを区画する２つの隣接する、塗布要素の螺旋列間の
間隔は、これらの列内の塗布要素間の間隔の１．１～１．８倍、より好ましくは１．３～
１．６倍であり得、特に、この間隔の１．４倍に等しい。
【００３６】
　２つの隣接する、塗布要素の螺旋列間の間隔は、０．５ｍｍ～１．５ｍｍであってもよ
い。
【００３７】
　塗布要素を有さない螺旋ストリップを区画する２つの隣接する、塗布要素の螺旋列間の
間隔は、有利には、コア上の全ての箇所にて一定である。コアの表面で測定される、螺旋
ストリップまたは列が従うところの螺旋の直径は、よって一定である。一変形例において
、この間隔は変化する。
【００３８】
　２つの隣接する螺旋列間の間隔は、これらの列内の塗布要素の最大横断寸法よりも大き
くてもよい。
【００３９】
　螺旋列内の２つの隣接する塗布要素間の間隔は、有利には一定であり、特に、塗布要素
の螺旋列の全てで同じである。一変形例において、この間隔は、１つの同じ列内で、およ
び／または列ごとに異なる。例えば、上記間隔は、列の端部において、より小さくなり得
、あるいは、塗布要素がより小さくてもよい。
【００４０】
　螺旋列内の少なくとも２つの隣接する塗布要素間、より好ましくはこの列内の任意の２
つの隣接する要素間の間隔は、塗布要素の最大横断寸法よりも小さくてもよい。螺旋列内
の２つの隣接する塗布要素間の間隔は、それらの間で上記間隔が測定されるところの塗布
要素の最大横断寸法と比較される。螺旋列内の塗布要素間の小さな間隔は、製品の塗布の
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間に、まつ毛および／または眉毛を有効に分離し、かつその表面にわたって製品を平らに
することを可能にする。
【００４１】
　螺旋列内の２つの隣接する塗布要素間の間隔は、塗布要素の最大横断寸法、特にそれら
の基部における直径の０．３～０．９倍、より好ましくは０．５～０．８倍であり得、例
えば最大横断寸法の０．７倍に等しい。
【００４２】
　螺旋列内の２つの隣接する塗布要素間の間隔は、０．２ｍｍ～０．８ｍｍであってもよ
い。
【００４３】
　円錐スパイクの場合にはその基部におけるその直径であるところの、塗布要素の最大横
断寸法は、０．５ｍｍ～１ｍｍであり得る。
【００４４】
　塗布要素は、有利には、それらの基部において全てが同じ横断寸法を有する。一変形例
において、塗布要素の基部における横断寸法は、例えば塗布要素の同じ螺旋列内で要素ご
とに、および／または列ごとに異なる。
【００４５】
　塗布要素の横断寸法は、好ましくは、それらの基部からそれらの自由端に向けて減少す
る。
【００４６】
　塗布要素の高さの中間から少し上の横断寸法、特にそれらの直径は、０．３ｍｍ～１ｍ
ｍであり得る。
【００４７】
　塗布要素の自由端における曲率半径は、０．４ｍｍ～０．７ｍｍであり得る。
【００４８】
　塗布要素の高さは、０．５ｍｍ～５ｍｍ、より好ましくは１．５ｍｍ～３ｍｍであり得
る。
【００４９】
　塗布要素の高さは、コア上のそれらの位置に応じて異なり得る。アプリケータ部材は、
特に、その近位端および遠位端の近くに、より短い高さを有する塗布要素を有してもよい
。高さが最も低い塗布要素の自由端を通過する円の直径は、４ｍｍ～５ｍｍであり得る。
【００５０】
　高さが最も高い塗布要素の自由端を通過する円の直径は、５ｍｍ～１５ｍｍであり得る
。
【００５１】
　塗布要素の植え込みは、２つの隣接する塗布要素の冠部の間の、コアの長手方向軸の周
りの角度αが１０°～２０°であるようになされる。ここで、上記冠部は、螺旋列内の塗
布要素により形成される。
【００５２】
　１つの同じ長手方向列内の２つの隣接する塗布要素間の距離は、それらの自由端間を測
定されるとき、２ｍｍ～３．５ｍｍであり得る。１つの同じ長手方向列内の２つの隣接す
る塗布要素間の距離は、コアの領域において、隣接する塗布要素の隣接する側面間で測定
されるとき、２ｍｍ～３ｍｍであり得る。
【００５３】
　「長手方向列」とは、１つの同じ長手方向断面にその軸が位置する、塗布要素により形
成される列を意味すると理解すべきである。
【００５４】
　１つの長手方向列内、すなわち、１つの長手方向断面内で、塗布要素の高さは、コアの
自由端に向かって増加し、次いで減少することができる。
【００５５】
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　長手方向断面における投影図において、異なる長手方向列に属する３つの塗布要素が、
１つの同じ長手方向列内における２つの隣接する塗布要素間に存在することができる。
【００５６】
　塗布要素の螺旋列は、有利には、全て同じであり、かつ、コアの長手方向軸の周りでの
３６０°／ｎ（ｎは列の数）の回転によって互いに鏡像の関係にある。
【００５７】
　アプリケータ部材が、塗布要素を有さない少なくとも２つの螺旋ストリップを有する場
合には、螺旋ストリップは、有利には、全て同じであり、かつ、コアの長手方向軸の周り
での３６０°／ｍ（ｍはストリップの数）の回転によって互いに鏡像の関係にある。
【００５８】
キャビティ
　コアは、少なくとも１つのキャビティ、より好ましくは複数のキャビティを有し得、キ
ャビティは各々、コアの長手方向軸に対する横軸を有する。拭き取り後にアプリケータ部
材に残る製品の量は、よって、増加される。
【００５９】
　１つまたは複数のキャビティは、好ましくは、塗布要素を有さない１つまたは複数の螺
旋ストリップに沿って、特に、塗布要素を有さない螺旋ストリップの幅の中間に配置され
る。キャビティは、有利には、塗布要素を有さない螺旋ストリップ内にキャビティの少な
くとも１つの螺旋列で配置される。
【００６０】
　１つまたは複数のキャビティは、有利には、コアに対して垂直の断面で見た場合に、半
円形の断面を有し、特に、半球形のくぼみにより構成されている。
【００６１】
　１つまたは複数のキャビティは各々、有利には、開口によってコア内に開いており、開
口が円形状を有する場合には開口の直径であるその最大寸法は、塗布要素の最大横断寸法
に等しい。一変形例において、開口の最大寸法は、塗布要素の最大横断寸法と異なり、最
大横断寸法よりも大きいか、小さい。
【００６２】
　キャビティは、全て、同じ開口寸法を有することができる。一変形例において、キャビ
ティの開口寸法は、キャビティごとに異なり、特に、キャビティの１つの螺旋列内でおよ
び／またはキャビティの列ごとに異なる。
【００６３】
　キャビティの１つの螺旋列内の２つのキャビティ間の間隔は、コア内に開いている開口
部の隣接する縁の間を測定されるとき、一定であり得、また、キャビティの各列で同じで
あってもよい。一変形例において、この間隔は、キャビティの１つの同じ螺旋列内でおよ
び／または列ごとに異なる。
【００６４】
　一変形例において、コアは、少なくとも１つのキャビティを、塗布要素を有さない螺旋
ストリップに沿って、かつ、塗布要素の２つの螺旋列間に配置された、連続する螺旋溝の
形態で有する。この場合には、溝の幅は、好ましくは、それを取り囲む螺旋列内の塗布要
素の最大横断寸法に等しい。
【００６５】
　１つまたは複数のキャビティの形状、それらの最大横断寸法およびコアの周りでのそれ
らの分布の選択は、拭き取り後にキャビティ内に製品を蓄えることを可能にする。
【００６６】
包装および塗布デバイス
　本発明のさらなる主題は、メイクアップまたはケアのための化粧料製品を、包装しかつ
まつ毛および／または眉毛に塗布するためのデバイスであって、本発明に係るアプリケー
タと、塗布されるべき製品を収容する容器とを有する。
【００６７】
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　アプリケータの握り部材は、好ましくは、容器を密閉して閉じるためのキャップを構成
する。
【００６８】
　容器は、好ましくは、アプリケータを拭き取るための部材を有する。
【００６９】
　本発明は、以下のその非限定的な実施例の詳細な記載を読むこと、および添付の図面を
参照することで、より良く理解することが可能である。
【図面の簡単な説明】
【００７０】
【図１】本発明に従って製造された包装および塗布デバイスの例の長手方向断面を模式的
に示す。
【図２】図１のアプリケータ部材を単独で示す。
【図２Ａ】図２のアプリケータ部材の詳細図を示す。
【図３】図２のアプリケータ部材のＩＩＩ－ＩＩＩに沿う断面図を示す。
【図３Ａ】図３のアプリケータ部材の詳細図を示す。
【図４】図２のアプリケータのＩＶ－ＩＶに沿う断面図を示す。
【図５】本発明に係るアプリケータのコアの表面上の塗布要素のいくつかの配置を示す平
面展開図である。
【図６】本発明に係るアプリケータの変形実施形態の、図５に類似する図を示す。
【図７】先行技術に係るアプリケータのコアの表面上の塗布要素のいくつかの配置を示す
展開図である。
【図８】図２のアプリケータ部材の斜視図を示す。
【図９】本発明に係るアプリケータの変形実施形態の、図８に類似する図を示す。
【図１０】本発明に係るアプリケータの変形実施形態の、図８に類似する図を示す。
【図１１】図９のアプリケータのコアのＸ－Ｘに沿う断面図を示す。
【図１２】本発明に係るアプリケータの変形実施形態の展開図を示す。
【発明を実施するための最良の形態】
【００７１】
　図１に示される包装および塗布デバイス１は、まつ毛および／または眉毛に塗布される
製品Ｐを収容する容器２と、容器２に着脱可能に固定することが可能なアプリケータ３と
、を有する。
【００７２】
　アプリケータ３は、一端に、以下に詳述されるアプリケータ部材１０が設けられ、他端
に、同様に容器２を密閉して閉じるためのキャップを形成する握り部材９が設けられた、
長手方向軸Ｙの軸体８を有する。容器２は、ねじ山付きネック５が上部に設けられた本体
７を有し、ネック５には、容器２を密閉して閉じるために、握り部材９がねじ留めされ得
る。変形例において、アプリケータ３は、他の何らかのやり方で、容器２に固定すること
ができる。
【００７３】
　ネック５は、図示されるように、例えばネック５に挿入される、拭き取り部材６を収容
してもよい。この拭き取り部材６は、例えば、軸体８の直径に適合された直径を有する、
拭き取りオリフィスを定義するリップを有する。拭き取り部材６は、任意の種類であって
よく、容器２に取り付けられ得、または共に成形され得る。拭き取り部材６はまた、調整
可能であり得る。変形例において、容器２のネック５が取り付けられ得る。
【００７４】
　図示された例において、軸体８は、直線形の長手方向軸Ｙを有するが、軸体８が直線形
でなくても、本発明の範囲から逸脱するものでない。軸体８は、その遠位端に可撓性部分
を有し得、任意的に環状溝が設けられていてもよい。このとき、アプリケータ部材１０は
、この可撓性部分に取り付けられる。
【００７５】



(10) JP 6587611 B2 2019.10.9

10

20

30

40

50

　製品Ｐは、まつ毛および／または眉毛に塗布されるためのものである。製品Ｐは、顔料
のなかでも特に、酸化鉄と、組成に応じて、水性溶剤または有機溶剤とを含み得る。
【００７６】
　アプリケータ部材１０の全てまたは一部が、図２～６および８に、それ自体で模式的に
示されている。
【００７７】
　アプリケータ部材１０は、示された例において、熱可塑性材料を成形することにより製
造される。
【００７８】
　アプリケータ部材１０は、長手方向軸Ｘに沿って延びるコア１１を有し、長手方向軸Ｘ
は、示された例では直線形であるが、曲線形とすることもできる。コアは、円形の断面を
有するが、他の任意の形状、例えば三角形、矩形またはタマゴ形、の断面を有することも
できる。
【００７９】
　コア１１は、ねじれていない。
【００８０】
　コア１１の厚さＥは２ｍｍ～５ｍｍであり、例えば、当該の例では３ｍｍに等しい。
【００８１】
　アプリケータ部材１０は、コア１１と一体成形された端片４を有し、この端片４は、軸
体８にアプリケータ部材１０を固定する役割を果たす。端片４の長さＬｅは５ｍｍ～８ｍ
ｍであり得、例えば、約７ｍｍに等しい。
【００８２】
　塗布要素１２を保持するコア１１の長さに対応する、アプリケータ部材１０の可視長さ
Ｌは、２０ｍｍ～３０ｍｍ、より好ましくは、２３ｍｍ～２７ｍｍであり得、当該の例で
は、例えば２５ｍｍに等しい。
【００８３】
　コア１１および端片４に対応する、アプリケータ部材１０の合計長さＬＴは、２３ｍｍ
～４０ｍｍであり、例えば、図１～４に示された例では、約３２ｍｍに等しい。
【００８４】
　コア１１は、コア１１の長手方向軸Ｘの周りに複数の螺旋列で配置された塗布要素１２
を保持し、植え込み螺旋は、互いに一定の間隔を有して互いに平行に延在する。
【００８５】
　アプリケータ部材１０は、また、図１～５および８の例において、塗布要素を有さず、
かつ２つの隣接する、塗布要素１２の螺旋列によって各々区画されるところの、複数の螺
旋ストリップ２５を有する。
【００８６】
　当該の例において、アプリケータ部材１０は、コア１１の長手方向軸Ｘに沿って、塗布
要素１２の螺旋列と塗布要素を有さない螺旋ストリップ２５との交互配置を有してもよい
。
【００８７】
　塗布要素１２の各螺旋列および塗布要素を有さない各螺旋ストリップ２５は、有利には
、コア１１の長手方向軸Ｘの周りに１回転を超えて延在する。
【００８８】
　記載された例において、塗布要素１２の螺旋列および塗布要素を有さない螺旋ストリッ
プ２５は各々、左ねじを有する螺旋の経路に従う。一変形例において、螺旋は、右ねじを
有することができる。
【００８９】
　コア１１の長手方向軸Ｘに対する螺旋角度は、好ましくは、図示されるように、３０°
～６０°であり、例えば、４５°に等しい。螺旋角度は、図２のようにアプリケータ部材
を側面から見た際の、埋め込み螺旋が、コアの長手方向軸との間になす角度である。
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【００９０】
　本発明に係るアプリケータのアプリケータ部材１０のコア１１の展開された表面が、図
５に示されており、塗布要素１２がコア１１に取り付けられるところの、塗布要素１２の
基部１９が、この図に示されている。塗布要素１２の螺旋列２６、２７と塗布要素を有さ
ない螺旋ストリップ２５は各々、線Ｚに沿って延在し、コア１１の長手方向軸Ｘとのその
角度は、螺旋角度と一致する。
【００９１】
　図２Ａおよび５に示されるように、２つの隣接する、塗布要素の螺旋列２６、２７の間
の間隔ｅｒは、列の向きに垂直の方向に測定され、かつ、塗布要素を有さないストリップ
２５を区画する２つの列２６，２７内の塗布要素１２の側面１２ａに沿って延びる線の間
をコア１１において測定される距離に対応し、上記間隔ｅｒは、これらの螺旋列内の塗布
要素１２間の平均間隔ｅｅよりも大きく、この間隔ｅｅは、この場合には、列内の全ての
塗布要素で同じである。
【００９２】
　２つの隣接する、塗布要素の螺旋列２６、２７間の間隔ｅｒは、さらに、塗布要素１２
の最大横断寸法Ｄｅよりも大きい。
【００９３】
　間隔ｅｒは、好ましくは、１つの螺旋列内の２つの塗布要素１２間の間隔ｅｅの１．１
～１．８倍、より好ましくは１．３～１．６倍であり、記載された例では、１つの螺旋列
内の２つの塗布要素１２間の間隔ｅｅの１．４倍に等しい。間隔ｅｒは、好ましくは、０
．５ｍｍ～１．５ｍｍであり、例えば、０．７ｍｍに等しい。
【００９４】
　さらに、１つの螺旋列２６内の２つの隣接する塗布要素１２間の間隔は、コア１１にお
いて、隣接する塗布要素１２の隣接する側面１２ａ間を測定されるとき、塗布要素１２の
最大横断寸法Ｄｅよりも小さく、特にこの場合には、コア１１の全長Ｌに沿って、それら
の基部１９の直径よりも小さい。
【００９５】
　上記間隔は、好ましくは、塗布要素の最大横断寸法Ｄｅの０．３～０．９倍、より好ま
しくは０．５～０．８倍であり、当該の例では、最大横断寸法Ｄｅの０．７倍に等しい。
上記間隔は、好ましくは、０．２ｍｍ～０．８ｍｍであり、例えば、０．４ｍｍに等しい
。
【００９６】
　本発明に係るアプリケータ３が用いられる場合には、アプリケータ部材１０が、拭き取
り部材６を通過した後に、塗布要素を有さない螺旋ストリップ２５の存在に起因する、螺
旋列間の比較的大きな間隔が、ストリップ２５の領域内で、上記列間の製品Ｐのリザーバ
を形成する領域を得ること、よって、塗布の間のまつ毛および／または眉毛の満足のいく
堆積を得ることを可能にする。
【００９７】
　記載された例のように、１つの螺旋列２６内の２つの隣接する塗布要素１２間の間隔ｅ

ｅは、好ましくは一定であり、塗布要素の各螺旋列において同一であり、塗布要素１２の
全ては、例えば、それらの基部１９にて同じ直径を有する。螺旋ストリップを区画する２
つの螺旋列間の間隔ｅｒは、同様に、コア１１の全ての箇所にて一定である。
【００９８】
　図示されていない変形例において、間隔ｅｅおよびｅｒは可変である。２つの隣接する
塗布要素１２間の間隔ｅｅは、１つの同じ列内で異なり得、および／または、列ごとに異
なり得る。間隔ｅｒは、いくつかの螺旋列間で異なり得る。
【００９９】
　塗布要素を有さない螺旋ストリップ２５の数は、好ましくは、１～１０個であり、記載
された例では、６個に等しい。
【０１００】
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　記載された例では、塗布要素１２の螺旋列は、全て同じであり、かつ、コア１１の長手
方向軸Ｘの周りでの３６０°／ｎ（ｎは列の数）、すなわち例えば６０°の回転によって
互いに鏡像の関係にある。
【０１０１】
　塗布要素１２の各螺旋列は、２５～４０個、例えば約３５個の塗布要素を有する。
【０１０２】
　アプリケータ部材１０は、好ましくは、１００～４００個、例えば約２００個の塗布要
素１２を有する。アプリケータ部材１０が、示されるように、螺旋列内に配置されるもの
以外の塗布要素１２を有さないことが可能である。
【０１０３】
　これまで記載された例では、塗布要素を有さない複数の螺旋ストリップ２５が、塗布要
素１２の螺旋列の間に設けられている。図６に示される変形例において、アプリケータ部
材１０は、塗布要素を有さない１つの螺旋ストリップ２５を有する。
【０１０４】
　当該の例ではその基部１９の直径である、塗布要素１２の最大横断寸法Ｄｅは、０．５
ｍｍ～１ｍｍであり得、例えば、０．５ｍｍに等しい。
【０１０５】
　先行技術に係るアプリケータのアプリケータ部材１１０のコア１１１の展開面が、図７
に示されており、塗布要素１１２がコア１１１に取り付けられているところの、塗布要素
１１２の基部１１９が、この図に描かれている。塗布要素１１２の螺旋列１２６，１２７
は各々、線Ｚ’に沿って延在する。
【０１０６】
　このアプリケータ部材１１０は、２つの隣接する螺旋列１２６，１２７間の間隔ｅｒ’
を有する。上記間隔ｅｒ’は、上記列の向きに垂直の方向に測定され、かつ、上記２つの
列１２６，１２７内の塗布要素１１２の側面１１２ａに沿って延びる線の間をコア１１１
において測定される距離に対応する。この間隔ｅｒ’は、これらの列内の２つの隣接する
塗布要素間の間隔ｅｅ’よりも小さく、かつ塗布要素１１２の最大横断寸法Ｄｅ’よりも
小さい。アプリケータ部材１１０の拭き取り後に製品Ｐのリザーバを形成する領域を得る
可能性は、よって限られる。
【０１０７】
　図１～６および８の本発明に係るアプリケータの例において、塗布要素１２は、コア１
１上のそれらの位置に応じて異なる高さｈを有する。図３Ａに示されるように、長手方向
軸Ｘ上の１つの同じ軸方向位置を占める塗布要素１２により形成される冠部１６の塗布要
素１２は、コアの近位端から開始する特定のランク（ｒａｎｋ）で始まる、コアの自由端
の方向における隣接する冠部１７における塗布要素１２の高さ以上の高さｈを有すること
ができる。示されていない一変形例では、塗布要素１２は、全て同じ高さｈである。さら
なる変形例において、塗布要素１２は、コア１１に沿って他の何らかのやり方で異なる高
さｈを有し、アプリケータ部材１０のエンベロープ面は、任意の形状、特に円筒形、円筒
円錐形、双円錐形、タマゴ形、魚形、ピーナッツ形、球形、弓形、等の形状を有すること
が可能である。
【０１０８】
　図４に見られるように、冠部１６の塗布要素１２の自由端を通過する円の最大直径φ１
は、５ｍｍ～１５ｍｍであり得、例えば、８ｍｍに等しい。
【０１０９】
　２つの隣接する冠部１６および１７の間のコア１１の長手方向軸Ｘの周りの角度オフセ
ットαは、１０°～２０°であり得、例えば、図４に示される例のように、１５°に等し
い。
【０１１０】
　アプリケータ部材１０は、その近位端２０および遠位端２１の近くで、より低い高さを
有する塗布要素１２を有することができる。
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【０１１１】
　図３に示されるように、１つの長手方向列３６内、すなわち１つの長手方向断面内で、
塗布要素１２の高さｈは、コア１３の自由端に向かって増加し、次いで減少することがで
きる。
【０１１２】
　塗布要素１２の高さｈは、例えば、０．５ｍｍ～５ｍｍである。
【０１１３】
　塗布要素１２の横断寸法は、それらの基部１９からそれらの自由端２２に向かって減少
することができる。
【０１１４】
　塗布要素１２の自由端２２における曲率半径ｒｅは、好ましくは、０．４ｍｍ～０．７
ｍｍであり、例えば、０．５ｍｍに等しい。
【０１１５】
　図３Ａおよび５に示されるように、１つの同じ長手方向列３６内の２つの隣接する塗布
要素１２間の距離ｄｅは、それらの自由端２２間で測定され、２ｍｍ～３．５ｍｍであり
得、例えば、３ｍｍに等しい。１つの同じ長手方向列内の２つの隣接する塗布要素１２間
の距離ｄｂは、コア１１の領域内の、隣接する塗布要素の隣接する側面１２ａ間で測定さ
れ、２ｍｍ～３ｍｍであり得、例えば、２．５ｍｍに等しい。
【０１１６】
　図３および３Ａに示されるように、１つの同じ長手方向列３６内の２つの隣接する塗布
要素間に、投影図において、異なる長手方向列に属する３つの塗布要素１２が存在し得る
。
【０１１７】
　塗布要素１２は、示された例では、それらの基部において円形断面を有する円錐形を有
するスパイクにより構成されている。しかし、本発明は、円錐スパイクの形態の塗布要素
に限定されず、例えば平らな断面を有する、他の形状のスパイクも可能である。
【０１１８】
　図９～１１に示される変形例では、コア１１は複数のキャビティ１３を有し、それらは
各々、コア１１の長手方向軸に対する横軸を有する。
【０１１９】
　キャビティ１３は、塗布要素を有さない螺旋ストリップ２５に沿って配置され、よって
、キャビティの複数の螺旋列で配置される。記載された例では、キャビティの各列は、塗
布要素を有さない螺旋ストリップ２５の幅の中間に配置される。
【０１２０】
　図１１に示されるように、半球形のくぼみにより構成されるキャビティは、コア１１の
軸に垂直の断面にて、半円形の断面を有するが、本発明は、特定の形状のキャビティに限
定されない。
【０１２１】
　当該の例において、キャビティ１３は、開口１４によってコア１１内に開いており、開
口の直径であるその最大寸法Ｄｇは、塗布要素１２の最大横断寸法Ｄｅに等しい。示され
ていない変形例では、開口１４の最大寸法Ｄｇは、塗布要素１２の最大横断寸法Ｄｅとは
異なる。
【０１２２】
　記載された例では、キャビティ１３は全て、同じ最大寸法Ｄｇを有する開口１４により
コア１１内に開いている。一変形例では、開口１４の最大寸法Ｄｇは、キャビティの螺旋
列内でおよび／または列ごとに異なる。
【０１２３】
　キャビティの螺旋列２８内の２つのキャビティ１３間の間隔ｅｇは、記載された例では
一定であり、キャビティの全ての列で同じである。示されていない一変形例では、キャビ
ティの螺旋列内の２つのキャビティ１３間の間隔ｅｇは、１つの同じ列内でおよび／また
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【０１２４】
　図１２に示される一変形例では、コア１１は、塗布要素を有さない螺旋ストリップ２５
に沿ってかつ塗布要素１２の２つの螺旋列間に配置された、連続する螺旋溝１５の形態の
少なくとも１つのキャビティを有する。溝の最大横断寸法Ｄｇは、コア１１におけるその
幅であり、それを囲む螺旋列内の塗布要素１２の最大横断寸法Ｄｅに等しい。
【０１２５】
　本発明は、ここまで記載された例に限定されない。
【０１２６】
　示された例の特徴を、示されていない変形例へと組み合わせることは、本発明の範囲か
らの逸脱を構成しない。
【０１２７】
　記載された例では、塗布要素１２は、全て同じ最大横断寸法Ｄｅを有する。示されてい
ない一変形例では、塗布要素１２の最大横断寸法Ｄｅは、例えば、塗布要素の同じ螺旋列
内でおよび／または列ごとに異なる。
【０１２８】
　塗布要素１２は、静菌性を有するおよび／または滑りを促進するおよび／または磁力が
ある材料を含んでもよい。
【０１２９】
　アプリケータ３が、使用中に振動に晒され、および／または加熱され、すなわち、加熱
要素を有し、および／または回転可能であってもよい。また、アプリケータ部材１０が、
振動可能でありかつ加熱される、または単に振動可能である、または単に加熱される、ま
たは単に回転可能であることも可能である。アプリケータが回転可能である場合には、握
り部材９は、軸体を回転させるための電気モータを収容してもよい。
【０１３０】
　「有する」という表現は、「少なくとも１つを有する」と同義であると理解されるべき
である。
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